
 

質 問 者 一 覧 表 

令和２年定例会（１１月定例月会議） 

 

月 日（曜） 質問区分 順序・氏名（会派） 

１１月３０日（月） 一般質問 

１ ２ ３ ４ ５ 

 議員 

（自由民主党県議団） 

 議員 

（自民党） 

 議員 

（草莽） 

議員 
(日本共産党) 

議員 
(公明党) 

１２月 ２日（水） 一般質問 

１ ２ ３ ４ 

議員 

（新政みえ） 

 議員 

（自由民主党県議団） 

 議員 

（新政みえ） 

 議員 

（自由民主党県議団） 

１２月 ４日（金） 一般質問 

１ ２ ３ ４ 

 議員 

（新政みえ） 

 議員 

（自由民主党県議団） 

 議員 

（新政みえ） 

 議員 

（新政みえ） 

 

（参考） ・一般質問時間（答弁を含む。）は、一人６０分程度 

          ・関連質問 

新政みえ  ６回   自由民主党県議団 ５回   自民党      ２回   草莽   ２回    

公明党   １回   日本共産党    １回   草の根運動いが  １回  
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区　　　分

予 算 7 件
条 例 案 3 件 議案　10件
その他議案 件
認 定 件
報 告 件
提 出 件

計 10 件

◎予算
（７件）

　総務部 【１】 令和2年度三重県一般会計補正予算（第９号）

【２】

【３】 令和2年度三重県水道事業会計補正予算（第２号）

【４】

【５】 令和2年度三重県電気事業会計補正予算（第２号）

【６】 令和2年度三重県病院事業会計補正予算（第３号）

【７】 令和2年度三重県流域下水道事業会計補正予算（第２号）

◎条例案
（３件） 【８】

　総務部

（公布の日（一部令和３年４月１日）から施行）
（改正内容）

・

（補正額　　約▲３９万円）

知事及び副知事の給与
及び旅費に関する条例等
の一部を改正する条例案

   特別職に属する国家公務員の期末手当の支給割合等に鑑
み、特別職に属する職員の期末手当の支給割合の改正を行うも
のである。

   特別職に属する職員の期末手当について、年間支給割合を１００分の３３
５（現行１００分の３４０）に改める。

（補正額　　約▲５，６８０万円）

令和2年度三重県工業用水道事業会計補正予算（第２号）

（補正額　　約▲３６６万円）

（補正額　　約▲２４９万円）

（補正額　　約▲１６４万円）

概　　　要

令和２年三重県議会定例会提出予定議案概要（追加提案・その１５）

件　　　名

（補正額　　約▲３５万円）

（補正額　　約▲６３９万円）

令和2年度三重県立子ども心身発達医療センター事業特別会計補正予算（第３号）

資料２
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区　　　分 概　　　要件　　　名

【９】
　総務部
　つづき

（公布の日（一部令和３年４月１日）から施行）
（主な改正内容）

・

・

【１０】
　教育委員会

（公布の日（一部令和３年４月１日）から施行）
（主な改正内容）

・

・

公立学校職員の給与に関
する条例の一部を改正す
る条例案

   人事委員会の議会及び知事に対する令和２年１１月９日付けの
給与改定に関する勧告等に鑑み、公立学校職員の期末手当の
支給割合の改正等を行うものである。

   公立学校職員の期末手当について、年間支給割合を１００分の２５５（現行
１００分の２６０）に改める。

   住居手当の支給対象となる家賃額の下限を１５，０００円（現行８，０００円）
に、手当額の上限を２８，０００円（現行２７，０００円）に改める。

　 人事委員会の議会及び知事に対する令和２年１１月９日付けの
給与改定に関する勧告等に鑑み、一般職に属する職員の期末手
当の支給割合の改正等を行うものである。

   一般職に属する職員の期末手当について、年間支給割合を１００分の２５
５（現行１００分の２６０）に改める。

   住居手当の支給対象となる家賃額の下限を１５，０００円（現行８，０００円）
に、手当額の上限を２８，０００円（現行２７，０００円）に改める。

職員の給与に関する条例
等の一部を改正する条例
案
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１　開催年月日 令和２年11月26日（木）

本会議散会後

２　場　　　所 全員協議会室

３　聴　取　順　

教育委員会

令和２年定例会　１１月定例月会議

議案聴取会日程(案)

県土整備部

所　管　名 備考議案

総務部

企業庁 〇

○

病院事業庁 ○

○子ども・福祉部

○

○
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１１月２６日の議事予定 
 

議会運営委員会 

 

開 議 

諸報告    ・議案の配付について 

・人事委員会意見書の配付について 

・請願の受理件数及び付託について 

・陳情の受理状況について 

日程第１ 議案第１８６号から議案第１９５号まで 

〔提案説明〕 
 

（休憩）議案聴取会 

議会運営委員会 

予算決算常任委員会理事会 
 

諸報告    ・人事委員会意見書の配付について 

日程第２ 議案第１４５号から議案第１９５号まで 

〔質疑、委員会付託〕 

休会の件 

散 会 

 

予算決算常任委員会環境生活農林水産分科会 

予算決算常任委員会戦略企画雇用経済分科会 

予算決算常任委員会教育警察分科会 

予算決算常任委員会防災県土整備企業分科会 

予算決算常任委員会総務地域連携分科会 

予算決算常任委員会医療保健子ども福祉病院分科会 

予算決算常任委員会理事会 

予算決算常任委員会 

議会運営委員会 

広聴広報会議 
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○映像及び音声の送受信（オンライン）による委員会参加に関する当面の留意事項（案） 

 

１ オンラインにより委員会に参加しようとする委員は、原則として委員会の前々日までに委員

長に申し出る。 

 

２ オンラインによる会議は、ソフトウェア（Webeｘ Ｍｅｅｔｉｎｇｓ）を使用することとし、委員自身の

パソコン等の端末を使用する場合にあっては、通信費は委員自身の負担とする。 

  委員自身のパソコン等を使用することができない場合は、議会所有のタブレットを使用する。 

 

３ オンラインにより委員会に参加する委員は、会議中に映像及び音声が途切れることがない

よう、良好な通信環境の確保に努めるとともに、情報セキュリティ対策を適切に講じる。 

 

４ オンラインにより委員会に参加する委員は、委員会の開催 30 分前までに２の方法により通

信状況の確認を行うこととし、映像及び音声を送受信することに支障がないと判断される場

合に、委員長はオンラインによる委員会への参加を許可する。 

 

５ 議案等の審議にあたり、挙手により採決を行う場合、オンラインにより委員会に参加する委

員は、映像内で挙手していることが判断できるように留意する。 

  この場合、委員長は初めにオンラインにより参加する委員について、映像による挙手の確

認に加えて音声（口頭）により本人に賛否の確認を行い、その後、委員会室内の挙手の状

況を確認して可否の宣告を行う。 

 

６ 委員長は、オンラインによる委員会参加の方法が安定するまでの当分の間、委員会室で議

事を行う。 

 

７ 上記のほか、オンラインによる委員会参加に関し必要な事項は、委員長が決定する。 

  その際、決定しがたいものについては、委員長が議会運営委員会に諮ることができる。 
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別紙 

質 問 者 一 覧 表 

令和２年定例会（１１月定例月会議） 

 

月 日（曜） 質問区分 順序・氏名（会派） 

１１月３０日（月） 一般質問 

１ ２ ３ ４ ５ 

野口  正 議員 

（自由民主党県議団） 

  村林  聡 議員 

（自民党） 

 奥野 英介 議員 

（草莽） 

山本 里香 議員 

(日本共産党) 

山内 道明 議員 

(公明党) 

１２月 ２日（水） 一般質問 

１ ２ ３ ４ 

  川口  円 議員 

（新政みえ） 

山本 佐知子 議員 

（自由民主党県議団） 

藤田 宜三 議員 

（新政みえ） 

中嶋 年規 議員 

（自由民主党県議団） 

１２月 ４日（金） 一般質問 

１ ２ ３ ４ 

 小島 智子 議員 

（新政みえ） 

木津 直樹 議員 

（自由民主党県議団） 

 稲垣 昭義 議員 

（新政みえ） 

 三谷 哲央 議員 

（新政みえ） 

 

 

 

（参考） ・一般質問時間（答弁を含む。）は、一人６０分程度 

          ・関連質問 

新政みえ  ６回   自由民主党県議団 ５回   自民党      ２回   草莽   ２回    

公明党   １回   日本共産党    １回   草の根運動いが  １回  

      

  ※１１月２６日（木） 議案質疑  下野 幸助 議員（新政みえ） 

 

 

 


